
(７) 「道の駅」第３ステージの推進

■ 「道の駅」が『地方創生・観光を加速する拠点』となり、ネットワーク化を通じて活力ある地
域デザインにも貢献するため、「道の駅」第３ステージ※１の取組を総合的に推進します。

・全国に1,221駅設置（R6年8月）

・「防災道の駅」39駅の選定(R3年6月) や「防災拠点自動車駐車
場」として366箇所指定(R6年3月時点)

＜背景／データ＞ 【防災機能強化の取組】

６ 道路空間の安全・安心や賑わいの創出

【「道の駅」第３ステージを応援するための取組】

【高付加価値コンテナの設置促進】

○第３ステージを強力に推進する
意志を持つ「道の駅」に対し、
中央官庁横断体制での重点的な
支援や、専門家等のアドバイ
ザー派遣など、国による新たな
支援の枠組みを創設 「道の駅」第３ステージ概念図

（仮称）「道の駅」第３ステージ応援パッケージ

・地域防災計画に位置付けられた「道の駅」におけるBCP策定率
（R1→R7）:3％ ⇒ 100％

○第３ステージ実現に向けて、「まち」と「道の駅」
が共通の意志を持って、まちぐるみの戦略的な取組
を推進

道の駅「うきは」の防災用コンテナ型トイレ
（福岡県うきは市）

○戦略的な「防災道の駅」 ※２の配置と追加選定を進
めるとともに、平時より「防災道の駅」間のネッ
トワーク化を推進

○防災倉庫や非常用電源設備等の整備、ドローンポー
トの設置など、防災拠点機能強化に取り組む「道の
駅」の支援強化

○災害時に国が迅速に「道の駅」を活用し支援を行う
仕組みの構築

○ 『「道の駅」における高付加
価値コンテナ活用ガイドライ
ン※３』の周知等を通じ、災害
時にも活用可能な高付加価値
コンテナの導入を推進※４

「まち」と「道の駅」が一体の「まちぐるみ」の取組

各省連携の支援 全国道の駅連絡会の支援

予算措置 制度活用 ワンストップ
相談窓口

アドバイザー
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連携

支援 支援

公募 関係省庁や有識者
による選定

伴走型支援
の実施

まちぐるみでの
推進体制の確保

※1：参考資料P76参照
※2：都道府県の地域防災計画等で広域的な防災拠点に位置付けられている「道の駅」であり、防

災拠点としての役割を果たすためのものとして国土交通省が選定したもの
※3：令和６年４月策定
※4：休憩や地域振興等のサービス提供が可能な可動式コンテナを「道の駅」に設置し、災害時に

は被災地へ運搬して広域的に活用


